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研究成果の概要（和文）：本研究では、写真を用いた調査手法であるピクチャマイニングの課題として、１．ピ
クチャ収集、２．ピクチャ分析及び適用領域、３．適用領域の拡大と今後の可能性を挙げ、これらを解決するこ
とがピクチャマイニングの発展につながるものとして研究を進めてきた。第一の課題であるピクチャ収集につい
ては、閉鎖的な被験者グループであることの方がより高い精度の写真が回収ができることが調査結果として判明
した。また、適用領域の拡大については、ピクチャマイニングの有効適用領域として、デザイン分野、ライフス
タイル研究、新商品開発研究に役立つものとして結論づけることができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have focused on the following three issues concerning 
Picture Mining so that this study will develop the research of using pictures. The first was its 
data collecting, the second the method of analysis and its applicability, the third was its 
applicable expansion. As a result, we have found that a closed respondent group would have a 
significant results in collecting sample pictures for the first issue. Also, we concluded that 
Picture Mining would be useful in areas in design, lifestyle research and new product development.

研究分野：マーケティングリサーチ
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１．研究開始当初の背景 
(1)ピクチャ調査を取り巻く環境の変化 
ピクチャとは、狭義には写真や画像のみを
指すが、観察調査や動画も連続した画像を認
識していることから広義にはピクチャに含
めることができる（落原、江戸,2012）。本研
究は、このピクチャとマーケティングリサー
チを取り巻く環境が大きく変化したことか
らスタートしている。スマートフォンで高画
質なピクチャを撮影し、高速送信できること、
ピクチャを大量に蓄積できる技術が発達し
たこと等により、社会全体がピクチャに対す
る抵抗感がなくなり、ピクチャを調査分析対
象として利用できるという風潮がリサーチ
の中で生じてきたのである。 
従来のリサーチにおけるピクチャの利用
のされ方として、ピクチャやイメージを被験
者に提示し、それに対するイメージ等を回答
してもらう方法であった。近年では、画像処
理が用意になってきたこともあり、グループ
インタビューの時に持参してもらい分析す
る方法や ZMET法がある(Zaltman, 2005)。
また、ピクチャとテキストを組み合わせて、
定性的に分析する「ステレオ・フォト・エッ
セー」（桑原,1999）という手法もある。 
しかし、申請者らが研究方法として確立し
ようとしているピクチャマイニングは、従来
のピクチャを使用したリサーチ手法とは異
なり、調査対象である被験者の回答手段とし
てピクチャを使用し、分析対象とするもので
あり、これは新しいリサーチ手法である。そ
のため、申請者らを中心として、ピクチャマ
イニング研究会が平成 22 年 4 月発足し、ピ
クチャを回答としたマーケティングリサー
チの体系化と確立を目指し、ここ数年研究を
進めてきた。 
 
２．研究の目的 
ピクチャマイニング研究が進められ、ある
特定分野においては、このマーケティングリ
サーチ手法は有効であることがわかってき
た（Edo, Kitakata and Yamai 2014）。新製
品開発のためのライフスタイル研究、また、
ファッション等の抽象的要素が強いものに
は有効であるということがわかってきた。そ
れは、回答者と分析者の言語的解釈がノイズ
として入り込む可能性が、言語を用いた調査
よりも低いからである。これらのことから、
言語的障壁があるグローバルリサーチ、低関
与で忘却されやすい行動に関連する調査に
も有効性が高いと考えられる。さらに、最近
では、大量のピクチャを分析する技術環境も
整ってきており、リサーチ業界で注目されて
いるビッグデータとの組み合わせにより、ピ
クチャマイニングはさらに新しいマーケテ
ィングリサーチ手法となりえる可能性を持
っている。 
しかし、同時にピクチャマイニングが克服
するべき課題も指摘されている。ピクチャマ
イニングの課題には、「ピクチャ収集」と「ピ

クチャ分析」の２つのテーマが挙げられる。
「ピクチャ収集」は、回答者からピクチャを
回収するときに発生するエラーのことを指
す。撮影指示が守られていないものから、画
質が低い等、技術的なものもあるが、これら
は、回答者負担、指示の出し方、サンプリン
グに起因している。「ピクチャ分析」におけ
る課題は、分析における客観性の不足に関す
る問題であり、主観性や恣意性をどのように
排除していくが課題である。 
 本研究では、ピクチャマイニングをマーケ
ティングリサーチの手法として確立するた
めに、ここで挙げた課題を克服するための方
法を検討し、その上でグローバルリサーチと
しての適用領域の拡大の可能性について研
究していくことを目的としている。 
 
３．研究の方法 
主要研究テーマは３つあり、順次研究を行
っていく計画である。第１にピクチャマイニ
ングにおける課題「ピクチャ収集」を解決す
ること、第２にピクチャマイニングの課題
「ピクチャ分析」の課題を解決すること、そ
して第３に、ピクチャマイニングの有効性を
確認し、対象領域を拡大することである。 
「ピクチャ収集」の課題は、回答者負担、
指示の出し方、サンプリングによって構成さ
れており、既存研究を整理した上で、解決策
を検証するための調査を行う。 
「ピクチャ分析」は、客観性を確保するた
めの方法として「サンプルの復元抽出」を利
用し、大規模サンプルを用いて実証研究を行
う。 
さらに、有効性と領域拡大については、現
代日本企業を取り巻く緊急性の高い課題と
して、「グローバルリサーチへの適応」が挙
げられることから、ピクチャマイニングの海
外市場での有効性を研究していく。 
 
４．研究成果 
(1)ピクチャ収集に関する研究成果 
平成 26 年 7 月に実施した調査研究におい
て閉鎖的な被験者（調査主体者と回答者がお
互いを知っている関係）を対象とした調査で
は、回答誤差が少なくなるという調査結果が
出てきた。また、回答者負担についても、閉
鎖的な被験者の場合は謝礼によって低減し
ていくこともわかってきた。 
 
(2)ピクチャ分析 
 平成 26 年 7 月に実施した調査研究を用い
て復元抽出によるピクチャ分析の客観性の
分析を行った。結果として、30 サンプル程度
の少数サンプルでも、全体を分析するには十
分有意であることが検証された。客観性確保
という視点においては、必ずしも大規模サン
プルを分析する必要がないことがわかる。 
 
(3)グローバルリサーチへの適応 
グローバルリサーチへ展開するには、ピクチ



ャを用いた調査についてさらなる研究が必
要となってきた。ピクチャとテキストとの関
係、ピクチャの順序などに関する基本的研究
の欠如が指摘されたことから、ピクチャとテ
キストの順序効果、媒体効果、体験効果に関
する研究を行った。順序効果は有意な差は見
られなかったものの、媒体効果や体験効果
（図表参照）はある程度検証され、今後のさ
らなる研究の必要性を示唆した。 
 

 
また、グローバル研究への展開は海外の学
会や国内の学会報告等を機会に議論され、そ
の有用性は確認されている。今後のさらなる
実証的研究の必要性があることが指摘され
た。 
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